
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。
日常生活に支障を来すような症状、行動や意志疎通の困難さが多少みられて
も、誰かが注意していれば自立できる。
家庭外で上記Ⅱの状態が見られる。
家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。
日常生活に支障を来すような症状、行動や意志疎通の困難さが時々見られ、
介護を必要とする。
日中を中心として、上記Ⅲの状態が見られる。
夜間を中心として、上記Ⅲの状態が見られる。
日常生活に支障を来すような症状、行動や意志疎通の困難さが頻繁に見られ
常に介護を必要とする。

３年８ヶ月99歳女性 死亡退居（看取り）

77 合計 9 7 合計 9

自立

うめ
自立 1 1
１部介助 6 5

入
浴
状
況

介護別 さくら

全介助 2 1
5

うめ

11

0

011

全介助

0

6・入居状況

その他福祉施設

合計 9

令和3年度　　グループホーム　うわばら  事業報告書

年月日

自　宅 病　院

0

1 1
１部介助 6

性別

　　6ヶ月

うめ

91歳男性 長期入院のため退居

3月9日

8月21日

状況 入居期間

92歳女性 長期入院のため退居 2年7ヶ月 うめ

2月28日 82歳男性 医療処置が必要となり さくら

9月30日

介護別

16

1月26日 91歳女性 長期入院のため退居 4年7ヶ月 うめ

ユニット

さくら

〔入居前の住居〕
老人保健施設 合計

6 1 1 16

自立

１部介助

7
0
2

6
0
1全介助

2.5
15 2.5

合　計 0 3 5

1

0 0 1 2.0
女 0 3 4 6 1

３ ４ ５ 合計 平均

男 0 0 1 0

介護度 支援 １ ２

ランクⅣ 1

合計 16

5・要介護度の状況

ランクⅢ 0

ランクⅢａ 10
ランクⅢｂ 0

ランクⅡ 0

ランクⅡａ 1
ランクⅡｂ 3

4・認知症高齢者 の日常生活自立度判定

項　　目 痴　　　　呆　　　　の　　　　程　　　　度 人数
ランクⅠ 1

88.9

3・日常生活動作の状況

食
事
状
況

排
泄
状
況

介護別 さくら

2 1

さくら うめ

15 88.7
合計 1 2 7 4 2 0 16

0 1 92.0
女 1 2 7 3 2 0

95～ １００～ 合計 平均年齢
男 0 0 0 1 0

合計 1 15 16

2・年齢構成

区分 75～79 80～84 85～89 90～94

区　分

男

さくら 0 8 8
うめ 1 7 8

0

16

4年8ヶ月

令和4年3月31日 現在1・入居者状況

ユニット名 男 女 計

00 0
5女

合　計 5 0

7・退居状況



合計 平均

47 3.9
4 0.3
51 4.3

　　　（時間帯による事故・ひやりはっと発生状況）

8件
7件
6件
5件
4件
3件
2件 〇
1件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

時間 0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時

・ケアの内容に関わる事項

・個人の嗜好、選択に関わる事項

・財産管理、遺産、遺言等

・制度、政策、法律に関わる要望

・その他

12・介護職員の資質向上の為の研修実施状況

研　修　目　的

事故発生集計から事故発生の原因や時間帯、対策について検討し、事故防止に役立てる。

高齢者虐待防止法の内容と高齢者虐待の捉え方を学ぶ。

４大認知症の原因と特長を学ぶ。

切迫性・非代替性・一時性かつ適正な手続きを取って初めて許される行為であることの再認識。

虐待の種類にはどんなものがあるか、具体的な例を示し理解してもらう。

各自チェック表に素直に答え、個々に日頃のケアの反省を行ってもらう。

令和４年度の事業計画書を示し、施設・職員が目指す方向性を示す。

身体拘束に該当する行為、しない行為の判断

虐待の種類

虐待・身体拘束チェック表

令和４年度事業計画書

令和３年１０月１０，１１日

令和３年１１月１０，１１日

令和４年１月１０，１１日

令和４年３月１０、１１日

開催年月日 内　　　容

令和３年５月１０，１１日

令和３年７月１０，１５日

令和３年８月１０，１１日

令和３年度事業報告書について

高齢者虐待とは

認知症の種類・原因・特長

0

電話受付

1合計

相談の分類 件数

1

0

0

0

0

0

1

虐待・身体拘束チェック

合計 1

入居者

苦情内容

苦情受付

件数

高齢者虐待とは1

来所受付0

0

11・苦情受付・内容の状況

0

事業所内での主な研修内容

令和３年度事業計画の確認

事業報告書　事故の検証

熱中症予防の３か条

認知症の種類・原因・特長

バイスティックの７原則

令和４年度事業計画書の
説明

3
00 01
1

12 1 1

111 1

0.0

2

月平均

1

12

1 1

1.0 1.0 0.5

0

合　計 12 12

3 0

1 1 カスタマーハラスメント

1

1.0

0

1

6

11

0

身体拘束　該当する・しないの
境界

11 0

0

0

1

11

警戒レベルの変更　虐待の種
類

防犯対策　不審者対応

9 01

1

1

10 1 1

投函受付

0

8 1

7 1 1

1

1

0

1

0

0

0

1

1

1

01

0

1 1 1

6 1

1 1

1

92 2 5 10 3 5

1

00

運営推進会議 研修（外部講師）

1

受付方法

10・各種委員会等の開催状況

5 1

合計

主任会

01 1 1 0
事故

月/種類 さくらユニット会 うめユニット会

3

6

7

ひやりはっと 0
1

１月 ２月 ３月
1 9 3 5 3

１２月

合  計 201 6,096
92.8%

月平均 16.8 508.0

１１月

２月 16 448 88.9%
３月 16 499 89.4%

１２月 18 544 97.5%
１月 16 503 90.1%

９月

１１月 18 540 100.0%

１０月 526

６月 18 529 98.0%
７月 18 547 98.0%

４月 16 471 87.4%
５月 16 510 91.4%

8・令和3年度　グループホーム　うわばらの利用状況

月 人数 述べ人数 月平均稼働率 稼働率の変動要因(下記の他、短期の外泊等あり）

17

20日～31日　入院者１名　27日～入院者１名

８月

月

13日～21日　入院後退居者１名　12日～30日　入院者１名

2日　新規入居者１名

30日　退居者１名16

7日　新規入居者１名　9日　退居者１名

９月 １０月

１日　新規入居者１名

４月

9・事故・ひやりはっと　発生状況

16

6日～12日　入院者１名　26日　退居者１名

28日　退居者１名

89.4%
480 88.9%
499

94.3%

4 10
0 0

1

10日　新規入居者１名

18日　新規入居者１名

12日　新規入居者１名

9日～21日　入院者１名

（年間合計）新規入居者5名（男性1名・女性4名）
退居者5名（入院継続等4名・死亡1名　他施設入所0名）

4

５月 ６月 ７月 ８月
31


